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新
潟
県
小
学
校
長
会　

福
利
部
長　

遠　

藤　

英　

和

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
切
さ

全
連
小
・
佐
賀
大
会
報
告

　
「
生
き
抜
く
力
」
を
育
て
る
教
育
の
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
日
々
「
人
を
育
て
る
大
切

さ
」
を
学
び
な
が
ら
も
、
背
景
に
あ
る
超
高

齢
化
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
私
た
ち
教
職

員
も
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

描
く
大
切
さ
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
人
生
百
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
世
の

中
に
生
ま
れ
る
傍
ら
で
、
社
会
保
障
の
財
源

は
乏
し
く
、
年
金
制
度
の
行
く
末
も
案
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
職

員
の
多
忙
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
私
た
ち
の
給

与
制
度
・
休
暇
制
度
・
福
利
厚
生
に
対
し
て

の
措
置
は
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
行
政
が
措
置
を
講
じ
な
い
と
か

情
報
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
職
員
自
身
が
、

自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
余
裕
を
も

て
な
い
で
、
日
々
の
職
務
遂
行
に
当
た
っ
て

い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

第
六
十
九
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究

協
議
会
佐
賀
大
会
が
、
十
月
十
二
日
・
十
三

日
の
両
日
、
佐
賀
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
二
千
五
百
名
超
の
会
員
が
集
ま
り
、

新
潟
県
か
ら
も
四
十
八
名
が
参
加
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
第
六
十
五
回
三
重
大
会
か

ら
続
く
大
会
主
題
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人

間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く　

日
本
人
の
育
成

を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
が
掲
げ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
の
研

究
の
成
果
と
課
題
を
受
け
継
ぎ
、
大
会
主
題

の
さ
ら
な
る
究
明
を
目
指
し
、「
志
を
胸
に

高
き
に
和
し
て　

未
来
を
創
る　

子
ど
も
を

育
て
る　

学
校
経
営
の
推
進
」
が
副
主
題
と

し
て
設
定
さ
れ
た
。

　

一
日
目
の
午
前
は
開
会
式
の
あ
と
、
文
部

科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
の
白
間
竜
一
郎
氏

よ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
の
徹
底
の
た
め
に
、

職
員
一
人
一
人
が
総
則
を
確
認
す
る
必
要
性

や
外
国
語
教
育
に
か
か
わ
る
教
材
の
充
実
、

そ
し
て
八
月
末
に
示
さ
れ
た
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
係
る
緊
急
提
言
」
等
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

　

午
後
は
五
領
域
十
三
分
科
会
に
分
か
れ
て

研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
本
大
会
で
は
各
分

科
会
の
趣
旨
や
研
究
の
視
点
、
発
表
内
容
が

あ
ら
か
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
、

　

退
職
間
際
に
な
っ
て
、
こ
の
後
ど
う
生
き

て
い
け
ば
よ
い
の
か
慌
て
な
く
て
す
む
よ
う

に
、
今
年
度
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

充
実
を
福
利
部
活
動
の
柱
の
一
つ
に
掲
げ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
教
職
員
全
員
が
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
か
か
わ
る
研
修
の

場
を
創
る
運
動
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
新
潟

県
・
新
潟
市
教
育
委
員
会
に
働
き
掛
け
を
始

め
ま
し
た
。

　

教
職
員
が
教
育
現
場
に
勤
務
す
る
と
い
う

仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
教
職
人
生

を
見
通
す
こ
と
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
社
会
の
仕
組
み
・
法
令
と
手
続

き
・
子
育
て
支
援
・
給
与
の
仕
組
み
・
活
用

す
べ
き
福
利
厚
生
等
を
熟
知
し
、
併
せ
て
情

報
収
集
の
仕
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
す
。

　

輝
く
教
職
員
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

創
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
描
く
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
が
、
あ
な
た
自
身
を
育
て
る
の
で
す
。

参
加
者
は
事
前
に
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

「
校
長
の
役
割
と
指
導
性
」
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
で
検
討
す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
分
科
会

毎
に
「
キ
ー
ワ
ー
ド
・
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
で

ま
と
め
る
」
と
い
う
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
研
究
協
議
の
ま

と
め
と
し
て
次
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

○
ビ
ジ
ョ
ン
提
示

○
綿
密
な
計
画
立
案

○
中
堅
リ
ー
ダ
ー
育
成

○
組
織
力
活
用

○
困
難
に
立
ち
向
か
う
意
思
と
実
行
力

○
教
員
集
団
の
凝
集
性

そ
の
後
、
八
項
目
の
決
意
が
大
会
宣
言
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、中
島
潔
氏
（
画
家
）、

内
山
俊
哉
氏
（
シ
ニ
ア
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、

酒
井
田
柿
右
衛
門
氏
（
柿
右
衛
門
窯
当
主
）

の
三
氏
か
ら「
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
に
」

を
テ
ー
マ
に
各
氏
の
体
験
を
も
と
に
し
た

「
あ
た
た
か
さ
」「
つ
よ
さ
」「
し
な
や
か
さ
」

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
拝
聴
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
研
究
協
議
会
が
、
函

館
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
本

大
会
が
終
了
し
た
。

大会の概要
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上
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

〇
期
日
　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
（
金
）

〇
会
場
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
ほ
か

　

第
六
十
九
回
関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長

研
究
協
議
会
神
奈
川
大
会
が
、
横
浜
市
を
会

場
に
六
月
十
五
日
・
十
六
日
の
二
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
総
数
は
千
名
を
超

え
、
本
県
か
ら
は
四
十
八
名
の
会
員
が
参
加

し
た
。

　

全
連
小
大
会
主
題
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く　

日
本
人
の
育

成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
の
下
、

理
念
を
更
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

副
主
題
「
夢
や
希
望
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く

未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
育
む
学
校
経

営
」
が
設
定
さ
れ
、
学
校
経
営
の
責
任
者
で

あ
る
校
長
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
指
導
性
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

　

大
会
一
日
目
は
、
開
会
行
事
と
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
前
田
好
文
関
東
甲
信
越
地
区

小
学
校
長
研
究
協
議
会
長
は
、「
校
長
は
自

ら
の
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
発
揮
し
、

地
域
社
会
と
共
に
あ
る
学
校
を
創
造
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。」
と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
た
。

「
県
都
だ
よ
り
」
で
は
、
本
県
の
取
組
と
し

て
柳
恒
雄
県
小
学
校
長
会
副
会
長
が
、
緊
急

事
態
に
適
時
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備
、
包

括
的
権
限
移
譲
に
伴
う
新
潟
市
小
学
校
長
会

の
独
立
性
を
考
慮
し
た
活
動
の
見
直
し
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
で
は
、「
笑
い
を
引
き
出

す
話
し
方
」
と
題
し
た
、
十
日
町
市
出
身
の

初
代
桂
歌
助
師
匠
に
よ
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。

師
匠
は
、
笑
い
は
健
康
・
美
容
と
人
間
関
係

円
滑
の
も
と
と
考
え
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
。
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
落
語
で
会
場
は

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
二
十
四

分
散
会
に
分
か
れ
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

新
潟
県
か
ら
は
、
二
名
の
会
員
が
研
究
発
表

を
行
っ
た
。
研
究
・
研
修
分
科
会
で
は
、
高

橋
豊
三
条
市
立
栄
北
小
学
校
長
が
「
小
中
一

貫
教
育
と
職
員
の
指
導
力
の
向
上
」
に
つ
い

て
、
特
別
支
援
教
育
分
科
会
で
は
、
三
浦
一

富
佐
渡
市
立
小
木
小
学
校
長
が
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
提
言
し
た
。

　

各
分
散
会
で
は
、
提
言
に
つ
い
て
協
議
を

深
め
、
学
校
経
営
の
戦
略
に
生
か
す
と
い
う

本
大
会
の
ね
ら
い
に
沿
っ
た
、
充
実
し
た
時

間
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
第
七
十
回
関
ブ
ロ
大
会
が
長
野
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
本
大

会
が
終
了
し
た
。

　

上
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
は
、
上
越

市
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
を
主
会
場
と
し
て
、
午
後
日
程
で

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
は
、
横
山
正
夫
上
越
大
会
副
実
行

委
員
長
の
開
会
宣
言
に
続
い
て
、
大
野
雅
人

県
小
学
校
長
会
会
長
が
「
道
徳
の
教
科
化
に

向
け
て
万
全
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
県
内

四
百
九
十
六
の
小
学
校
で
の
取
組
の
現
状
と

課
題
を
十
分
に
協
議
し
、
本
研
究
集
会
が
半

年
後
に
迫
っ
た
取
組
の
起
点
と
な
る
よ
う
、

実
り
あ
る
研
修
と
し
よ
う
。」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
高
橋
雅
史
上
越
大
会
実
行
委
員
長
が

「
道
徳
の
教
科
化
に
か
か
わ
る
取
組
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
校
長
と
し
て

私
た
ち
は
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
活
発
に
議
論
し
深
め
合
お
う
。」

と
呼
び
掛
け
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
宮
野
正
則
上
越
教

育
事
務
所
長
様
、
野
澤
朗
上
越
市
教
育
長
様
、

小
林
晃
彦
県
中
学
校
長
会
副
会
長
様
に
御
臨

席
い
た
だ
い
た
。
宮
野
所
長
様
か
ら
は
激
励

の
言
葉
を
賜
り
、
野
澤
教
育
長
様
か
ら
は
村

山
秀
幸
上
越
市
長
の
祝
辞
を
代
読
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
、
中
嶋
賢
一
県
小
学
校

長
会
研
修
副
部
長
に
よ
る
大
会
主
題
「
未
来

を
生
き
抜
く
知
を
磨
き　

絆
を
強
め　

学
び

続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
～
新
学

習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
中
心
に
～
」
の
趣

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越
、
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
、
上
越
市
教
育
プ
ラ

ザ
の
三
会
場
に
分
か
れ
て
、
道
徳
教
育
推
進

の
た
め
の
五
つ
の
視
点
「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
授

業
づ
く
り
」「
チ
ー
ム
学
校
」「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
」
に
基
づ
く
各
十
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

　

本
大
会
で
は
、
各
自
が
「
校
長
を
主
語
」

と
し
た
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
の
実

践
事
例
集
を
事
前
に
読
み
込
ん
で
協
議
に
臨

ん
だ
。
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
校
長
自

ら
の
実
践
に
基
づ
く
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
大
会
主
題
に
迫
る
質
の
高
い
研
究
集

会
と
な
っ
た
。
本
大
会
で
の
協
議
を
生
か
し
、

創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
の
創
造
に
向
け

て
、
計
画
的
に
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
層
深
め
た
。

　

本
大
会
の
開
催
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
、
会
場
を
提
供
い
た
だ
い
上
越
市

及
び
上
越
市
教
育
委
員
会
に
深
甚
な
る
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。

関
ブ
ロ
・
神
奈
川
大
会
報
告

大会の概要
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中
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

下
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

〇
期
日
　
平
成
二
十
九
年
十
月
四
日
（
水
）

〇
会
場
　
十
日
町
市
市
民
会
館
ほ
か

○
期
日
　
平
成
二
十
九
年
十
月
五
日
（
木
）

○
会
場
　
村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
ほ
か

続
く
記
念
講
演
で
は
、「
笑
い
を
引
き
出

す
話
し
方
」
と
題
し
た
、
十
日
町
市
出
身
の

初
代
桂
歌
助
師
匠
に
よ
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。

師
匠
は
、
笑
い
は
健
康
・
美
容
と
人
間
関
係

円
滑
の
も
と
と
考
え
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
。
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
落
語
で
会
場
は

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
二
十
四

分
散
会
に
分
か
れ
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

新
潟
県
か
ら
は
、
二
名
の
会
員
が
研
究
発
表

を
行
っ
た
。
研
究
・
研
修
分
科
会
で
は
、
高

橋
豊
三
条
市
立
栄
北
小
学
校
長
が
「
小
中
一

貫
教
育
と
職
員
の
指
導
力
の
向
上
」
に
つ
い

て
、
特
別
支
援
教
育
分
科
会
で
は
、
三
浦
一

富
佐
渡
市
立
小
木
小
学
校
長
が
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
提
言
し
た
。

各
分
散
会
で
は
、
提
言
に
つ
い
て
協
議
を

深
め
、
学
校
経
営
の
戦
略
に
生
か
す
と
い
う

本
大
会
の
ね
ら
い
に
沿
っ
た
、
充
実
し
た
時

間
と
な
っ
た
。

最
後
に
第
七
十
回
関
ブ
ロ
大
会
が
長
野
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
本
大

会
が
終
了
し
た
。（

五
泉

五
泉
東
小
学
校
）

　
「
他
校
の
情
報
を
た
っ
ぷ
り
と
聞
く
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
道
徳
の
教
科
化
に
向

け
た
準
備
に
さ
ら
に
取
り
か
か
り
た
い
。」

　

こ
れ
は
分
科
会
の
最
後
に
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
出
さ
れ
た
感
想
で
あ
る
。

　
「
未
来
を
生
き
抜
く
知
を
磨
き　

絆
を
強

め　

学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経

営
～
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
中
心
に

～
」
の
大
会
主
題
の
下
、
中
越
地
区
研
究
集

会
に
地
区
会
員
百
六
十
九
名
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
た
。来
年
度
全
面
実
施
を
迎
え
る「
特

別
の
教
科　

道
徳
」
に
校
長
と
し
て
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
を
中
心
に
研
修
を
行
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
島
田
敏
夫
大
会
実
行
委
員

長
が
、「
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
道
徳
の
教
科

化
に
向
け
、
他
地
域
の
実
践
に
学
び
、
議
論

を
重
ね
る
こ
と
は
、
自
校
の
学
校
経
営
を
振

り
返
り
、
新
た
な
視
点
を
得
る
貴
重
な
機
会

で
あ
る
。」
と
挨
拶
の
中
で
研
究
集
会
の
意

義
を
述
べ
、
柳
恒
雄
県
小
学
校
長
会
副
会
長

も
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
来
賓
と
し
て
、

丸
山
辰
志
中
越
教
育
事
務
所
長
様
、
十
日
町

市
長
代
理
村
山
潤
副
市
長
様
、
上
村
憲
司
津

南
町
長
様
他
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
臨
席
い

た
だ
き
、
激
励
並
び
に
御
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

全
体
研
修
で
は
、
岡
村
秀
康
南
魚
沼
市
学

習
指
導
セ
ン
タ
ー
嘱
託
指
導
主
事
様
か
ら
、

　

下
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
が
、
早
秋

の
心
地
よ
い
天
気
の
下
、
村
上
市
教
育
情
報

セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
午
後
日
程
で
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
主
題
は
「
未
来
を
生
き
抜
く
知
を
磨

き　

絆
を
強
め　

学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育

て
る
学
校
経
営
」
で
、
副
題
は
間
近
に
迫
っ

た
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
見
据
え
、「
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を

中
心
に
」
と
し
た
。

　

今
年
度
の
研
究
集
会
で
は
、

喫
緊
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

「
道
徳
教
育
」
に
焦
点
を
当

て
た
。
各
校
長
が
実
践
を
持

ち
寄
り
、
十
名
程
度
の
分
散

会
に
お
い
て
、
少
人
数
で
討

議
し
合
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
近
藤
朗
県
小
学
校
長
会
副

会
長
か
ら
「
本
日
の
協
議
で
は
、
校
長
を
主

語
と
し
て
、
自
分
の
実
践
を
見
つ
め
直
し
、

よ
り
深
化
さ
せ
る
糸
口
を
見
い
だ
し
て
ほ
し

い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
鈴
木
正
美
大
会
実
行
委
員
長
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。
要
項
を
入
れ
た
紙

袋
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
表
す
た
め
に
、

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
村
上
市
岩
船
郡
の

実
行
委
員
が
七
月
か
ら
手
作
り
で
作
成
し
た

を
生
き
抜
く
知
を
磨
き

絆
を
強
め

学
び

続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
～
新
学

習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
中
心
に
～
」
の
趣

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越
、
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
、
上
越
市
教
育
プ
ラ

ザ
の
三
会
場
に
分
か
れ
て
、
道
徳
教
育
推
進

の
た
め
の
五
つ
の
視
点
「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
授

業
づ
く
り
」「
チ
ー
ム
学
校
」「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
」
に
基
づ
く
各
十
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

本
大
会
で
は
、
各
自
が
「
校
長
を
主
語
」

と
し
た
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
の
実

践
事
例
集
を
事
前
に
読
み
込
ん
で
協
議
に
臨

ん
だ
。
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
校
長
自

ら
の
実
践
に
基
づ
く
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
大
会
主
題
に
迫
る
質
の
高
い
研
究
集

会
と
な
っ
た
。
本
大
会
で
の
協
議
を
生
か
し
、

創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
の
創
造
に
向
け

て
、
計
画
的
に
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
層
深
め
た
。

本
大
会
の
開
催
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
、
会
場
を
提
供
い
た
だ
い
上
越
市

及
び
上
越
市
教
育
委
員
会
に
深
甚
な
る
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。

（
小
猿
屋
小
学
校

梅
澤

崇
）

「『
特
別
の
教
科　

道
徳
』
へ
の
取
組
～
授

業
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
変
え
る
～
」
を
演
題
と

し
、
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
授
業

を
ど
う
変
え
る
か
、
評
価
を
ど
う
す
る
か
の

視
点
か
ら
、
色
紙
を
使
っ
て
考
え
を
視
覚
化

す
る
自
作
の
ア
イ
テ
ム
を
活
用
し
た
具
体
的

な
内
容
が
参
考
に
な
っ
た
。

　

分
科
会
は
、「
学
校
に
お
け
る
指
導
体
制

の
充
実
」「
道
徳
の
指
導
計
画
の
改

善
」「『
特
別
の
教
科　

道
徳
』
授
業

の
指
導
方
法
・
評
価
」「
家
庭
や
地

域
社
会
等
と
の
連
携
」
の
四
分
科
会

二
十
五
分
散
会
に
分
か
れ
、
少
人
数

で
協
議
し
た
。
各
自
の
レ
ポ
ー
ト
を

Ｃ
Ｄ
で
事
前
配
付
す
る
方
式
を
踏
襲

し
た
こ
と
、
Ｋ
Ｊ
法
を
活
用
し
た
こ

  

本
集
会
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
十
日
町
市
・

津
南
町
の
会
員
二
十
一
名
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。
当
日
は
会

員
の
協
力
に
よ
り
予
定
ど
お
り
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
集
会
の
開
催
に
御
支
援
を

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
の
成
果
が
各
学
校
に
活
き
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
来
賓
と
し
て
、
井
上
正
裕
下
越
教
育

事
務
所
長
様
、
吉
田
隆
新
潟
市
教
育
委
員
会

学
校
人
事
課
長
様
、
高
橋
邦
芳
村
上
市
長
様

他
、
多
く
の
方
々
か
ら
激
励
を
頂
戴
し
た
。

　

全
体
研
修
の
時
間
を
設
け
、
若
林
靖
人
下

越
教
育
事
務
所
学
校
支
援
第
２
課
指
導
主
事

様
か
ら
「
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
る

道
徳
教
育
の
在
り
方
と
校
長
の
役
割
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

分
科
会
は
、
道
徳
教
育
に
か
か
わ
る
「
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
授
業
づ
く
り
」「
チ
ー
ム
学
校
」

の
四
つ
の
視
点
に
分
か
れ
、
二
十
の
分
散
会

で
協
議
を
行
っ
た
。
協
議
時
間
は
一
時
間
十

分
程
度
と
短
か
っ
た
が
、
会
員
が
事
前
に
Ｃ

Ｄ
で
配
付
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
、
課
題

意
識
を
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
、
基
調
講
演
の

内
容
を
踏
ま
え
て
議
論
し
た
こ
と
か
ら
活
発

に
意
見
交
換
し
合
い
、
中
身
の
濃
い
情
報
交

換
が
で
き
た
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

　

本
研
究
集
会
開
催
に
御
支
援
を
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
も
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向
け
、

深
ま
り
の
あ
る
議
論
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

と
か
ら
、
現
状
や
課
題
、
取
組
実
践
等
、
参

加
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
大
変
実

り
多
い
協
議
が
で
き
た
。
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い
学
び
」
を
広
く
郡
内
の
子
ど
も
た
ち
が
か

か
わ
る
場
で
共
有
し
た
い
と
考
え
た
、
郡
内

の
高
学
年
担
任
が
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
思
い
を
小
学
校
長
会
と
し
て
受
け
止
め
、

指
導
や
助
言
な
ど
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
っ
た
。

　
「
地
域
を
愛
し
、
地
域
を
担
う
志
を
も
つ

子
ど
も
の
育
成
」
は
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て

真
剣
に
議
論
す
る
町
長
や
教
育
委
員
を
交
え

た
年
三
回
の
懇
談
会
の
場
で
も
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
、
毎
年
、
下
越
教

育
事
務
所
学
校
支
援
第
１
課
長
を
講
師
に
招

い
て
行
う
学
校
運
営
研
修
会
で
も
、
代
表
校

長
が
行
う
学
校
経
営
の
発
表
の
重
要
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

豊
か
な
流
れ
を
引
き
継
い
で

阿
賀
町
は
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
平
成

三
十
一
年
度
に
七
つ
の
小
学
校
が
三
校
に
再

編
さ
れ
る
。
二
十
年
前
に
は
十
二
校
あ
っ
た

小
学
校
が
四
分
の
一
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
近
隣
の
校
長
会
と
の
連
携
を
模
索
し

な
が
ら
も
、
各
学
校
が
大
切
に
し
て
育
ん
で

き
た
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
引
き
継

ぎ
充
実
さ
せ
て
い
く
舵
取
り
を
、
東
蒲
原
郡

小
校
長
会
と
し
て
確
実
に
果
た
し
て
い
き
た

い
。

学校紹介
　

小
千
谷
小
学
校
は
、
明
治
元
年
十
月
一
日

に
開
校
し
た
日
本
で
最
初
の
公
立
小
学
校
と

し
て
知
ら
れ
る
。
現
在
、
約
九
百
名
の
児
童

が
、
教
育
目
標
「
心
を
み
が
く
」
の
下
で
、

伸
び
伸
び
と
学
ん
で
い
る
。
今
年
、
開
校
百

五
十
年
を
迎
え
、
保
護
者
・
地
域
の
方
々
と

記
念
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

江
戸
か
ら
明
治
に
大
き
く
時
代
が
変
わ
る

慶
応
四
年
、
戊
辰
戦
争
で
長
岡
城
下
が
焼
け

野
原
と
な
り
、
路
頭
に
迷
う
長
岡
藩
士
の
子

弟
な
ど
が
小
千
谷
に
逃
げ
込
ん
で
き
た
。
そ

の
子
ど
も
た
ち
を
保
護
し
て
教
育
し
よ
う
と

縮
ち
ぢ
み

商し
ょ
うの

末
裔
・
山
本
比ひ

呂ろ

伎き

が
、
建
白
書

を
し
た
た
め
て
柏
崎
県
知
事
に
願
い
出
る
。

「
子
ど
も
に
罪
は
な
い
。
み
ん
な
同
じ
日
本

の
子
ど
も
。
し
っ
か
り
教
育
す
れ
ば
、
維
新

の
世
の
中
を
築
く
立
派
な
人
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
誰
で
も
学
べ
る
公
立
の
学
校
が
必

要
だ
。」
と
。
学
校
運
営
資
金
と
し
て
、
私

財
千
両
を
五
年
間
に
分
け
て
上
納
す
る
旨
を

添
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
本
翁
は
、
新

し
い
時
代
を
見
据
え
、
立
場
や
身
分
を
超
え

た
共
生
理
念
の
下
、「
敬
つ
つ
し
み
て
五
教
を
敷し

い

て
寛か
ん

に
在
れ
」
と
、
急
が
ず
徐
々
に
、
天て

ん

性せ
い

の
真し

ん

で
あ
る
人
と
し
て
の
徳
性
を
育
て
て
い

く
人
間
教
育
を
大
事
に
し
た
。
山
本
翁
は
、

小
千
谷
の
生
ん
だ
維
新
の
教
育
の
先
覚
者
で

あ
っ
た
。

　

六
年
生
は
、
慈
眼
寺
、
五
智
院
、
西
軍
墓

地
な
ど
を
訪
ね
て
歴
史
を
学
び
、
記
念
式
典

で
は
、
劇
「
学
校
の
創
生
」
を
演
じ
た
。

　

山
本
翁
の
「
創
学
の
心
」
は
、
百
五
十
年

も
の
間
、
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
語
り
継
が

れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
し
て
、

こ
の
「
創

学
の
心
」

で
あ
る
山

本
翁
の
教

育
観
は
、

現
在
も
谷や

小
し
ょ
う

教
育

の
底
流
を

成
し
て
い

る
。
そ
れ

は
、
一
人

一
人
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
子
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
そ
う
と
す
る
教
育

で
あ
り
、
心
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、
困
難

に
屈
し
な
い
教
育
で
あ
る
。
そ
の
風
土
は
、

谷
小
に
勤
め
る
教
職
員
を
も
育
て
る
の
で
あ

る
。

　

山
紫
水
明
の
地
東
蒲
原
郡
は
、
明
治
十
九

年
ま
で
福
島
県
に
属
し
、
会
津
藩
の
影
響
を

色
濃
く
残
す
独
特
の
歴
史
・
文
化
を
培
っ
て

き
た
。
そ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
「
故
郷
」
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
を
目

指
し
、
七
名
の
小
学
校
長
で
地
域
と
密
着
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

連
携
し
力
強
く
水
を
と
ら
え
て

　

郡
校
長
会
は
、
阿
賀
町
の
県
立
中
学
校
一

校
を
含
む
三
校
の
中
学
校
の
校
長
と
共
に
十

名
で
行
っ
て
い
る
。
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
日

頃
の
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
阿
賀
野
川
で
毎
年
開
催
さ
れ
る

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
校
長
会
チ
ー
ム
と
し
て
三

年
連
続
で
参
加
し
て
い
る
。
息
の
合
っ
た
オ

ー
ル
さ
ば
き
で
あ
る
。

　

毎
月
の
校
長
会
で
は
、
会
場
校
の
教
育
活

動
を
発
表
す
る
時
間
を
設
け
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
現
状
を
述
べ
る
時
間
を
設
定

し
、
課
題
を
共
有
し
て
い
る
。
真
摯
な
意
見

交
換
は
、
教
育
の
今
日
的
課
題
を
チ
ー
ム
と

し
て
受
け
止
め
、
教
育
活
動
を
力
強
く
進
め

る
推
進
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
例
と
し
て
、
今
年
の
七
月
に
行
わ
れ

た
「
阿
賀
町
子
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
町

の
未
来
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

東
蒲
原
郡
小
学
校
長
会

小
千
谷
市
立
小
千
谷
小
学
校

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
目
指
し
て

開
校
百
五
十
年
・
日
本
最
初
の
公
立
小
学
校

～
創
学
の
心
を
今
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
～

郡市だより




